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要　　　　　旨
　平成29年学習指導要領改訂の大きな目玉は、総合的な学習の時間である。学習指導要領本文
（４頁）に対して、解説編はその43倍の139頁と大部である。
　今回、教員養成課程での指導の在り方を検討する目的で、「総合的な学習の時間解説編」を対
象にして、語句分析を行った。言葉の分析を通して判明したことは、⑴合計2,440の語句⑵125の
カタカナ語⑶113通りの「的」⑷難解・難読語句の使用⑸「重要である」「大切である」の多用な
どが明らかとなった。
　教員養成課程での指導では、担当者に教育学以外に幅広い専門性が必要なこと、解説を丁寧に
きちんと指導するための改善点や具体的方法等について要点と課題を提示した。
キーワード：‌総合的な学習の時間、学習指導要領解説、語句分析、主体的・対話的で深い学び、
課題
１.　は　じ　め　に
　2017年２月15日、新学習指導要領の改訂内容が一斉に新聞報道された。「生きる力の育成」に
主眼を置いた現行の学習指導要領から、｢主体的・対話的で深い学び｣ の実現に向けて、新しい
教育ビジョンが提示された。
　パブリックコメントの期間を経て、2017年６月に、文部科学省より、小中学校の学習指導要領
改訂版が告示された。同時に、教育関係専門誌は学習指導要領改訂の特集を組み、各出版社は改
訂の趣旨と各学校の課題、新旧学習指導要領の変更点などに特化したガイドブックを次々と刊行
し始めた。新学習指導要領の要点は何か、何が、どのように変わったのか、などはそれらの「解
説本」に任せたい。
　学習指導要領及び学習指導要領解説について、どうしても不明な点がある。学習指導要領は、告
示からおよそ10年後の社会を想定して国民形成にとって不可欠な教育内容形成の国家基準として国
民に告示される。学習指導要領の内容は、具体的には教科書という形で学校教育に展開される。
　改訂の趣旨と要点は、都道府県教育委員会による伝達講習会、さらに各市町・地区での教育糧
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講習会などによって、各学校に、全職教員に向けて伝達されていく。３年間という限られた期間
内に新課程への移行を実現しなければならない学校にとって、喫緊の課題である。
　それでは、新任教員を送り出す教員養成課程において、学習指導要領及び学習指導要領解説
は、どのように教育指導されているのだろうか。教員養成課程では、受講に向けて学生は、学習
指導要領及び学習指導要領解説を買い求めることを指示される。つまり、全員が持っている。と
ころが、いくつかの大学のシラバスを散見してみると、学習指導要領解説の指導が組み込まれて
いるのは、ごく一部の領域。教科であり、しかもごく少ない回数でしかない。それだけで、どの
ようにして必要な基本的な知識・事項を提示することができるのだろうか。
　安易に学習指導要領解説の「解説本」に頼ったり、自分の得意な部分・理解できる部分のみを
講義して、あとは「実践的指導力」の育成と称して模擬授業を展開したりする傾向はないのだろ
うか。シラバスから判断する限り、大学の学習指導要領解説の教育の内容と方法とに改善の余地
は十分認められる。
　教員養成課程における現状と今後の学校教育の在り方とを勘案すれば、学習指導要領･及び解
説を教員養成課程においていかに「丁寧に」教育指導するかが教育界の喫緊の課題であり、学力
不足やその他の教育問題の解決に向けた基本的な道筋であると考える。
　学習指導要領解説の指導を困難にしている大きな理由は、膨大な内容量に比較して、目次の表
記が簡潔すぎること、巻末に語句索引がないために必要な事項を即座に確認したり記述を比較・
検討したりすることができないことである。
　本研究は、語句分析という方法を通して ｢読みもの｣ として学習指導要領解説のもつ特性を明
らかにするとともに、教員養成課程において ｢総合的な学習の時間｣ 指導の要点と課題とを提示
することを目的としている。総合的な学習の時間解説編の教育学の立場からの内容分析・解釈等
は、他の論考･著作に委ねたい。
2.　研 究 の 方 法
⑴学習指導要領及び学習指導要領解説の頁数・文字数の調査
表１：学習指導要領・解説の頁数と文字数（スペースなしの概数）
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⑵総合的な学習の時間を選択した理由
　「総合的な学習の時間」を選んだのは、次の理由による。
①‌今回の改訂に伴い、総合的な学習の時間解説編に初めて「読書指導」という語句が使用され
たこと。そこで、総合的な学習の時間と読書指導との関係をどのように捉え、解説している
のか関心があった。
②‌要領の本文に比較して解説編の本文がきわめて膨大なこと。
③‌教員養成課程において、総合的な学習の時間だけに内容を特化した科目が見当たらないこ
と。指導上の要点や課題を見いだす必要がある。
⑶学習指導要領解説データベース構築
　ファイルメーカープロを使用して、著者がデータベースを作成した。
⑷総合的な学習の時間解説の全文入力
①‌対象とした資料は、平成29年６月文部科学省によって告示された新学習指導要領解説総合的
な学習の時間編のウェブ版である。
⑸総合的な学習の時間解説語句分析
①‌語句の取り出しは、一貫性を保つために、最初から最後まで著者が一人で担当した。
②‌語句の取り出しは、名詞、動詞、副詞、形容詞、形容動詞、四字熟語、格言、その他などで
きるかぎり多様な語句とした。
③‌語句の排列は、英文字表記（8）、カタカナ表記（125）、漢字かな表記（2,307）に３区分し、
各表記のひらがな読み50音順とした。
3.　結 果 の 概 要
⑴語句分析の概要Ａ（数字で見る解説の姿）
①全語句数　総合的な学習の時間解説の本文の総頁数は139、総文字数は131,532文字であった。
　語句の総数は2,440となり、その内訳は表２に示すとおりである。
　小項目主義を採用しているため、例えば「学校」については、
「学校行事」「学校教育法」「学校段階」など20の学校で始まる語句
を項目として採用した。
　さらに、活用と活用・発揮、資質と資質・能力など、単独の語句と
中点で結合した熟語として使用される場合との両方を項目とした。
②全体で頻度の高い語句
　全体で出現する頻度の高い語句から降順に並べてみると、表３に示すとおり、「学習」「児
童」「時間」「活動」「総合的な学習の時間」「学校」「探究」が250回以上で上位を占める。第
１位「学習」と第３位「時間」は「総合的な学習の時間」に含まれる語句なので、それらを
除くと、順位は「児童」「活動」「総合的な学習の時間」と入れ替わることになる。
　先頭グループ以下では、総合的な学習の時間を象徴する語句が展開する。
第２群　　課題、能力、学習活動、資質･能力　
第３群　　指導、育成、必要、目標、解決　
第４群　　内容、計画、教育、活用、教科
第５群　　適切、探究的な学習、各学校、具体、情報、地域、社会
表２：全語句の区分
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③カタカナ表記
　社会の国際化、情報化が進むにつれて日常用語の中にカタカナ表記が増えてきたことは間
違いない。身の回りの様子を少し振り返ってみればカタカナの氾濫のなかで生活しているこ
とに気がつく。したがって、パソコン、コンビニ等どうしてもカタカナを使用しなければな
らない場面は存在する。
　総合的な学習の時間解説編において、カタカナ用語を分野・頻度別に示したのが表４であ
る。カタカナ用語全体の数は125語であった。
　表４からは、情報活用能力関係［44］学習指導関係［24］心理関係［21］の語句が７割以
上を占めている。学校経営関係は９語と意外に少なかった。
　情報活用能力関係のうち、ウェビング、コーディング、サイト、ビッグデータ、フォルダ
などは、耳にする機会はあるが、意味を説明するのは困難な語句である。
　学習指導関係についてみると、パックテスト、カプセルトイは学校教師の世界では何気な
い用語であろうが、一般にはなじみの少ない語句である。
　インクルーシブ、キ ・ーコンピテンシー、モデレーションは、とりわけ難解な語句である。
使用に当たって、その場で分かりやすい説明が求められる。
　どうしてもカタカナでなければ表現できないものはあるが、ポイントやプロセスなど日本
語に置き換える方が意味のわかりやすい、理解しやすいものがあることを忘れてはならな
い。
表３　頻度の高い語句上位30項目
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表４：カタカナ用語の分野・頻度別順位
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④「的」の多用
　カタカナ表記に続いて、○△的という語句の多用が注目される。
　一般的、具体的、主体的、横断的、効果的、積極的、計画的などは日常良くみかける表記
である。日本語として、名詞＋的は正しい使い方である。
　本文139頁に対して、探究的167、具体的116、主体的68、横断的58 ヵ所は、多すぎはしな
いだろうか。探究的と具体的とは、139で除するとそれぞれ1.20、0.83となり、計算上全頁に
出てくることになる
表５：「的」の頻度別順位
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　さらに、問題解決的、集団宿泊的などは、その後に続く語句からすると、それぞれ「問題
解決に焦点を当てた」、「集団宿泊に類する又は準ずる」などの表記の方が適切であろう。
　数値的、内省的、関係的、事実的、奉仕的などは、読んだ際に一見わかったような感覚を
与えるが、使用場面での曖昧さを伴うので、結果として意味のわかりにくさにつながるであ
ろう。
⑤難読・難解表記
‌ 　一部の学生を対象にして調査した結
果、カタカナ用語で「聞いたことがな
い」のは「ウェビング」「パックテス
ト」「モデレーション」の３語、「聞い
たことはあるがわからない又は説明で
きない」は残りの６語、漢字熟語で読
めなかったのは「往還」「截然」「俯
瞰」であった。
⑵語句分析の概要Ｂ（氾濫する独特の表記）　
①重要である。［64 ヵ所、②は同一頁に２ヵ所］
4,12,15,16③,20,21,33②,34②,35,36,37,40,45②,46,47②,48,52,54,58②,59,65,67②,76,82,83②
,89,90,94,95,98,103②,106,108,109,110,111③,113,118,120③,121②,122②,123,130,136,137②,139
②大切である。［58 ヵ所、③は同一頁に３ヵ所］
12,15,23,24,30②,32,34,36②,37,38②,46,49③,52,55②,59,64,67,87②,88,89,90,93②,94,97,99②
,100,102,104,110②,119,121②,125②,126,128,129,130②,131,134,135,136,138③,139
③とは〜である。［59 ヵ所］
012頁：学習指導要領とは、
018頁：学校において教育課程を編成するということは、
027頁：「自己の生き方」を考えるとは、
028頁：「主体的な判断の下に行動」するとは、
029頁：豊かな心とは、
⑶語句分析の概要Ｃ（定義の説明）
　探究的な学習は、９頁で簡潔に説明されるものの、その後にはなんら表現がなく、「解説」の
本文を三分の二ほど読み進めた105頁で再び定義と思われる表現が出てくる。「主体的な学び」
「対話的な学び」についても定義の紹介が。
①「探究的な学習」とは
009頁：探究的な学習とは、物事の本質を探って見極めようとする一連の知的営みのことで
ある。
105頁：探究的な学習とは、日常生活や社会に生起する複雑な問題について、その本質を探
表６　難解・難読語句の一覧
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って見極めようとする学習のことであり、問題解決的な活動が発展的に繰り返されていく一
連の学習活動のことである。
②「主体的な学び」とは
105頁：「主体的な学び」とは、学習に積極的に取り組ませるだけでなく、学習後に自らの学
びの成果や過程を振り返ることを通して、次の学びに主体的に取り組む態度を育む学びであ
る。
③「対話的な学び」とは
106頁：「対話的な学び」とは、他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広
げ深めるような学びである。
④‌「主体的な学び」「対話的な学び」に続けて「深い学び」とはの定義を期待したが、見当た
らない。
⑷語句分析の概要Ｄ（重複する表記）
①取捨・選択‌ ‌1‌ 13
取捨選択‌ ‌ ‌2‌ 16,72
②取り扱い‌ ‌ ‌1‌ 139
取扱い‌ ‌ ‌8‌ 4,5,18,22②,33,44,104
③取り組み‌ ‌ 10‌ 9,16,23,25,42,44,70,74,100,134
取組‌ ‌ 34‌ 3,4②,6,9,15,19,35,36,40,54,62,66,71,85,
‌ ‌ ‌ 88,100③,102,103,118②,122,123,128,
‌ ‌ ‌ 134,137⑤,138,139
④話し合い‌ ‌ ‌1‌ 87
話合い‌ ‌ ‌8‌ 30,78,100,103,109,114,11
⑤ふさわしい‌ 39‌ 1,6,11,19,21③,26③,27③,28,32②,34,35,
‌ ‌ ‌ 42,58,62,63,64②,65,69④,70,72,84,87,
‌ ‌ ‌ 99②,113,119,132
相応しい‌ ‌ ‌2‌ 53,120
4.　考　　　　　察
⑴要点（結果から指摘できること）
①本文139頁に、英文字、カタカナ、漢字かな文字など多様な語句2,440が含まれる。
②‌カタカナ表記では、情報活用能力関係［44］学習指導関係［24］心理関係［21］など幅広い
知識が必要である。
③普段耳にしない難解な語句・難読熟語が多い。
④「重要である。」「大切である。」など心に突き刺さる表記が多すぎる。
⑤教師が81 ヵ所で使用されており、解説は学校教師を念頭に編集されたものと理解される。
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⑵課題（指導上、改善すべき事項）
①総合的な学習の時間解説編には、巻末に語句索引がない。せめて専門用語・概念だけでも索
引を巻末に用意すると、知りたい箇所を直ぐに参照できるので、ハンドブックとして活用で
きる。
②例えば、Ａ：定義Ｂ：要素Ｃ：条件などを統一項目として設定して内容解説の整合性とわか
りやすさを実現する。
③目次にさらに工夫を加えて、目次の表記を、今少し詳しくすること。
具体例として、次の３点が指摘できる。
ケース１
第２章　総合的な学習の時間の目標
　第２節　目標の趣旨
　１　総合的な学習の時間の特質に応じた学習の在り方
　　⑴探究的な見方・考え方を働かせる
　　⑵横断的・総合的な学習を行う
　　⑶よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていく
ケース２
第４章　指導計画の作成と内容の取扱い
第２節　内容の取扱についての配慮事項
　　⑴主体性　　　　　⑷ボランティア　　⑺学校図書館
　　⑵協働　　　　　　⑸体験活動　　　　⑻国際理解
　　⑶コンピュータ　　⑹異年齢　　　　　⑼情報
ケース３
第７章　総合的な学習の時間の学習指導
第３節　探究的な学習の指導のポイント
図１　総合的な学習の時間解説編の目次
79
中　　島　　正　　明
　１　学習過程を探究的にすること
　　①課題の設定
　　②情報の収集
　　③整理・分析
　　④まとめ・表現
⑶結語
①語句の分析を通して、小学校学習指導要領総合的な学習の時間を教員養成課程で指導するこ
との難しさを感得する。
②使用される言葉の広がりから判断すると、指導担当者には、教育学、心理学、図書館学、国
語教育学、情報学、経営学など広範に及ぶ専門知識が必要である。　
③解説は、あくまでも解説であり、教本・マニュアルとして、教員養成課程においてその内容
全体をきちんと指導するべきである。
④担当教員による指導内容・方法のバラツキを解消するには、少なくとも解説の目次と索引に
工夫を凝らすことが必要である。
⑤解説の全体を俯瞰するために、見て直ぐにわかる内容の構造全体図が必要である。
注）
１．‌「小学校学習指導要領解説総合的な学習の時間編総索引」というタイトルで、『児童教育研究』（安田女
子大学児童教育学会）第27号‌2018.03（印刷中）に資料として全データを掲載した。
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